Windows 10　導入に関するタカ・インフォ・テックの考察
Ｗｉｎ１０の特徴　（一部内容はマイクロソフトやその他関連サイトの抜粋）
· PCとしての特徴はWindows 7 と Windows 8の融合体であり、Windows 8の一部の使い難さが軽減されたようだ。
· Windows 10への無料アップグレードができる。（但し、Windows 7 以上。無料期間は2016年7月あたりまで）
· Windows 10の最大の特徴は、今までで最も広範囲なデバイスをサポートする事。スマホからタブレット、ゲーム機、パソコンまで、いろいろな種類のデバイスに幅広く対応する「ユニバーサル Windows プラットフォームアプリ」がすべてのデバイスで、動作するとの事。

●動作が少し速くなった（OSの起動や、アプリケーションの起動など）
●新OSなのでサポート期間が長い。Windows 7 Homeはもうすぐ基本サポート終了です。但しWindows7の基本サポート終了というのは、機能の改良や最新の仕組みに対応しないというだけで、Win7プロフェッショナルのサポート終了(2020年)までは、セキュリティパッチなどのアップデートは提供されますのでまだまだ安心して使えます。
· Windows 7のスタートボタンが戻ってきた。ただ、天気予報やライブニュースのアクティブタイルも横に付いている。VistaやWindows7のガジェットをWin XPやWin7のスタートメニューの横に貼り付けた感じでもある。
· 複数の作業が同時にできる。
1 つの画面に最大 4 つのアプリをスナップ表示することができます。また、必要に応じていつでも仮想デスクトップを作成し、切り替えて利用できます。
· Windows 10用新ブラウザーのMicrosoft Edge (エッジ)では、Webページを(読み取りビュー機能（英語版WindowsではReading View）を使用して見ることができます。 読み取りビューで表示すると、広告などの情報を表示させず記事が読みやすくなります。
(注：読み取りビューとリーディングリストは、Winodws 8のストアアプリ版Internet Explorerにも搭載されていますので、厳密には新機能ではありませんが、デスクトップで使えるブラウザーであるEdgeの機能として、Windows 10で強化しようとしているようです。)
●仮想デスクトップ
マルチ・デスクトップという複数の新機能がWindows 10に追加された。同じOS環境で、特定のニーズに合うように、これらすべてのマルチ・デスクトップを組み合わせて使用することもできる。
●Xboxゲームソフト と Windows 10 がつながります
· Windows 10向け動画ダウンロード＆再生＆ストリーミングをまとめて機能する無料ソフトも出来たようだ。Youtube、FC2動画、ニコニコ動画、Anitubeの動画、ツイキャス、ひまわり、Vevo、Gyaoを含め、300＋動画共有サイトから動画をダウンロードできるとの事。
------------------------------------------------------------------------------------------------------
◆◆◆　Ｗｉｎ7 や Win8からのアップグレード上の問題点　◆◆◆
· 無償アップグレード可能を謳い文句にしているが、Windows 7の古いPCなどはアップグレード出来ない場合がある。
· マイクロソフトは既に殆どのWindows 8のユーザーのＰＣのタスクバーに無料Windows 10アップグレードの白い四角のアイコンを埋め込んでおり、通常のWindows 8のアップデートでも、インストール”アップデート“をクリックすると自動的にWindows 10への“アップグレード“が始まってしまい、これはまだWin10に”アップグレード”したくないユーザーには大迷惑である。私も誤ってクリックしてしまい、あわててキャンセルした。現時点ではモルモットにはなりたくないと思う方々は多いはずだ。特に、QuickBooksの機能の一部でも使えなくなったら大変な事になる。
●特に、ビデオ関係で、インテルの古いオンボードビデオ出力はまず対応していないので、安易にアップグレードをすると大変な事になる。安ノートに使われていたATOM系のビデオもダメなようである。
· 一応、Windows 10にアップグレードしても1ヶ月間は元のOSに戻せるようになっていますが、東京ではかなり失敗の報告も出ている。弊社でも最近、以前のWin8にリストア不可能なＰＣがもし込まれた。
· 特にノートPCなどでは、専用のユーティリティが入っていますが、これが作動しないケースがある。たとえばファンクションキー等での画面の輝度が変えられなくなったり、無線のON/OFFが出来なかったりしている。
· クラウドストレージ(OneDrive等)に、OS上からアクセスできるのは今後主流になっていくかもしれませんが、企業の大事なデータをMicrosoftのクラウドに入れるかと言えば・・・微妙である。

· ビジネス向けの一部専用ソフトが動かないという報告が多数でている。

· 日本では銀行のサイトで新ブラウザのEdgeが動かないとの問題も報告されている。

· 3Dゲームなども動かないものがあるようだ。
· 自動アップグレード中に、Windows 10に対応していないソフトが勝手に消されたという報告がある。

· アップグレードして上手く動かないのでリストアで戻そうとしたら戻らなかったりというトラブルが発生している。
· USBフロッピードライブに対応していない。

· 現時点でのタカインフォの評価

· いずれはこのWindows 10に対応していかなければいけないので、テスト的な意味合いで少しずつ導入していくのは考えられる。
· そもそも新OSなので、極端に拒否する必要も無く、例えば新規導入PCとしてインターネット・メール・Office(Word, Excel, PowerPoint)　程度しか使わないという事であれば、積極的に導入しても良いかと思う。
· 古いWindows7の機種からWindows10へのアップグレードは現時点ではトラブルが報告されているが、米国でも店頭にはすでにWindows 10が並んでいるので新規購入予定のユーザには選択の余地がなくなってきている。ただし、Windows 10の新ＰＣやラップトップを購入したら、毎日のようにWindowsのアップデートをするべきである。
· 例えば、我々のテストでは新ブラウザ「エッジ」の上部についている、宣伝やよけいな表示を削除して読みやすくしたという「読み取りビュー」のアイコンをクリックすると、なぜか文字が全て消えて、写真だけになったケースもあった。まだ全てのウェブサイトに対応しているとは思えない。

· おそらく、本年の春あたりにはサービスパック１が出る可能性もあり、それまでは現在のＰＣを修理してでも使う必要性も否定できない。

（注意：上記の記述は現時点での見解であり、決してマイクロソフトの製品を誹謗するものではありません。すでに本日の時点で上記トラブルのいくつかが解消されている可能性もあります。）
· 2016年1月の時点で店頭で販売されているWindows 10搭載のラップトップはまだ日本語の対応がうまくできていないようで、新品に電源をいれてすぐに日本語を選択すると「インストールに失敗しました」というメッセージが出る。ただし、弊社では別のやり方で“ようこそ”画面から全ての日本語化に成功した。
· 日本の報告によれば、Windows 10にアップデートしたラップトップはWindows 8のファクトリーリカバリー（Win8の工場出荷時に戻す）パーティションが壊れるケースがあるという。弊社でもWin10にアップデートして調子悪い為Win 8に戻そうとしたら、オリジナルのWin8のＤＶＤからしかできなかったケースが発生している。

